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広報きこない
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北
海
道
道
南
地
域
並
行
在
来
線
対
策
協
議
会
（
北
海
道
、
木
古
内
、
北
斗
市
、
函
館
市
）
で
は
、
並

行
在
来
線
経
営
分
離
後
の
公
共
交
通
機
関
の
確
保
方
策
を
検
討
す
る
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
、
平
成
　２０

年
度
に
並
行
在
来
線
（
五
稜
郭
・
木
古
内
間
）
の
将
来
の
収
支
見
通
し
等
の
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
同
協
議
会
が
５
月
７
日
に
開
催
さ
れ
、
調
査
結
果
を
基
に
今
後
の
方
針
を
検
討
し
ま
し
た
の
で
、
調

査
結
果
の
内
容
や
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
北
海
道
新
幹
線
開
業
後
、
並
行

在
来
線
（
五
稜
郭
・
木
古
内
間
）

は
Ｊ
Ｒ
か
ら
経
営
分
離
さ
れ
ま
す

が
、
そ
の
後
の
公
共
交
通
機
関
の

確
保
方
策
を
検
討
す
る
基
礎
資
料

と
す
る
た
め
、
北
海
道
と
沿
線
自

治
体
（
木
古
内
町
、
北
斗
市
、
函

館
市
）
で
構
成
す
る
北
海
道
道
南

地
域
並
行
在
来
線
対
策
協
議
会
で

は
、
並
行
在
来
線
（
五
稜
郭
・
木

古
内
間
）
将
来
需
要
予
測
・
収
支

予
測
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
調
査
の
内
容
は
、
Ｊ
Ｒ
江
差
線

の
利
用
状
況
を
ベ
ー
ス
に
将
来
の

人
口
変
化
等
を
勘
案
し
、
第
三
セ

ク
タ
ー
鉄
道
に
よ
る
運
行
や
代
替

バ
ス
に
転
換
し
た
場
合
に
お
け
る

需
要
・
収
支
見
通
し
等
に
つ
い
て

試
算
し
た
も
の
で
す
。

　
基
本
ケ
ー
ス
と
し
て
、
借
入
金

方
式
と
補
助
金
方
式
の
２
ケ
ー
ス

の
試
算
を
行
い
ま
し
た
。

○
借
入
金
方
式
（
初
期
投
資
額
※

に
つ
い
て
、
鉄
道
会
社
が
一
定
の

借
入
金
を
あ
て
る
場
合
）

　
開
業
１
年
目
は
７
億
９
千
４
百

万
円
の
赤
字
で
、
そ
の
後
も
収
支

が
黒
字
に
転
じ
る
こ
と
は
な
く
、

開
業
　
年
後
は
累
積
損
益
が
約
　

３０

１８５

億
４
千
９
百
万
円
の
赤
字
に
な
り

ま
す
。

○
補
助
金
方
式
（
初
期
投
資
額
※

に
つ
い
て
、
全
額
を
無
償
資
金

「
補
助
金
等
」
を
あ
て
る
場
合
）

　
開
業
１
年
目
は
約
３
億
３
千
７

百
万
円
の
赤
字
で
、
そ
の
後
も
収

支
が
黒
字
に
転
じ
る
こ
と
は
な
く
、

開
業
　
年
後
は
累
積
損
益
が
約
　

３０

１１６

億
６
千
９
百
万
円
の
赤
字
に
な
り

ま
す
。

※
初
期
投
資
額
と
は
、
Ｊ
Ｒ
資
産

（
土
地
、
建
物
、
レ
ー
ル
な
ど
）

の
取
得
費
用
、
車
輌
購
入
費
、
施

設
や
設
備
の
整
備
費
、
開
業
準
備

費
の
こ
と
で
す
。

　
い
ず
れ
の
場
合
も
　
年
間
で
　

３０

１００

億
円
を
超
え
る
累
積
赤
字
が
生
じ

る
と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
が
、

赤
字
額
を
少
し
で
も
減
ら
す
た
め

に
、
次
の
よ
う
な
方
策
を
実
施
し

た
場
合
の
試
算
も
行
い
ま
し
た
。

①
収
入
確
保
の
方
策

　
・
運
賃
改
定
や
利
用
促
進
方
策

　
の
実
施

②
経
費
、
初
期
投
資
の
削
減

　
・
人
件
費
等
の
コ
ス
ト
削
減

③
事
業
手
法
等
の
工
夫

　
・
上
下
分
離
の
実
施
（
第
三
セ

　
ク
タ
ー
鉄
道
会
社
は
列
車
の
運

　
行
の
み
を
行
い
、
鉄
道
施
設
の

　
保
有
・
管
理
は
公
共
団
体
な
ど

　
が
行
う
）

　
試
算
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り

と
な
り
ま
し
た
。

　
①
を
実
施
し
た
場
合
（
運
賃
　３０

％
ア
ッ
プ
）

　
開
業
１
年
目
は
３
億
円
の
赤
字

で
、
そ
の
後
も
収
支
は
黒
字
に
転

じ
る
こ
と
は
な
く
、
開
業
　
年
後

３０

は
累
積
損
益
が
　
億
２
千
万
円
の

１０６

赤
字
に
な
り
ま
す
。

　
①
②
を
実
施
し
た
場
合

　
開
業
１
年
目
は
２
億
４
千
万
円

第
三
セ
ク
タ
ー
鉄
道
の
場
合

調
査
の
目
的

並行在来線（五稜郭・木古内間並行在来線（五稜郭・木古内間））
将来需要予測・収支予測調査結果を公将来需要予測・収支予測調査結果を公表表
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の
赤
字
で
、
そ
の
後
も
収
支
は
黒

字
に
転
じ
る
こ
と
は
な
く
、
開
業

　
年
後
は
累
積
損
益
が
約
　
億
９

３０

８０

千
万
円
の
赤
字
に
な
り
ま
す
。

　
①
②
③
を
実
施
し
た
場
合

　
開
業
１
年
目
は
９
千
万
円
の
赤

字
で
、
そ
の
後
も
収
支
は
黒
字
に

転
じ
る
こ
と
は
な
く
、
開
業
　
年
３０

後
は
累
積
損
益
が
　
億
３
千
万
円

２１

の
赤
字
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
第
三
セ
ク
タ
ー

鉄
道
を
選
択
し
た
場
合
、
大
幅
な

財
政
負
担
が
生
じ
ま
す
。

　
初
期
投
資
は
、
バ
ス
購
入
費
や

待
合
所
整
備
費
な
ど
で
、
全
額
無

償
資
金
（
補
助
金
等
）
と
な
り
ま

す
。

　
バ
ス
転
換
に
つ
い
て
は
、 逸
走
 

い
っ
そ
う

 率
 ※
　
％
と
　
％
の
２
ケ
ー
ス
の

り
つ

５０

２５

試
算
を
行
い
ま
し
た
。

※
逸
走
率
と
は
、
バ
ス
転
換
し
た

場
合
に
鉄
道
か
ら
バ
ス
利
用
に
移

行
し
な
い
人
の
割
合
を
い
い
ま
す
。

○
逸
走
率
　
％
５０

　
開
業
１
年
目
は
約
３
千
６
百
万

円
の
赤
字
で
、
そ
の
後
も
収
支
が

黒
字
に
転
じ
る
こ
と
は
な
く
、
開

業
　
年
後
は
累
積
損
益
が
約
　
億

３０

２４

７
千
万
円
の
赤
字
に
な
り
ま
す
。

○
逸
走
率
　
％
２５

　
開
業
１
年
目
は
約
６
千
４
百
万

円
の
黒
字
で
、
そ
の
後
２
年
間
は

黒
字
と
な
り
ま
す
が
、
４
年
目
以

降
は
赤
字
と
な
り
、
開
業
　
年
後

３０

は
累
積
損
益
が
約
　
億
２
千
３
百

１２

万
円
の
赤
字
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
バ
ス
転
換
を
選

択
し
た
場
合
、
第
三
セ
ク
タ
ー
鉄

道
よ
り
財
政
負
担
が
少
な
く
な
り

ま
す
が
、
バ
ス
は
二
酸
化
炭
素
排

出
量
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
ほ
か
、

交
通
渋
滞
や
、
冬
期
間
の
降
雪
な

ど
、
道
路
状
況
の
影
響
を
受
け
や

す
く
、
所
要
時
間
が
増
大
す
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
貨
物
輸
送
と
い
う
課
題

が
生
じ
て
き
ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
江
差
線
は
、
北
海
道
と
本

州
各
地
を
結
ぶ
物
流
の
大
動
脈
で

あ
り
、
バ
ス
転
換
を
し
た
場
合
に

お
い
て
も
、
鉄
道
貨
物
輸
送
を
維

持
す
る
た
め
に
線
路
を
残
す
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
現
在
の
法
律
で
は
、
Ｊ
Ｒ
貨
物

会
社
は
線
路
を
保
有
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
た
め
、
貨
物
列
車
の
運

行
を
維
持
す
る
た
め
の
事
業
方
式

に
つ
い
て
の
検
討
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
次
の

と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

○
平
成
　
年
度

２１

　
今
回
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、

他
県
や
国
か
ら
の
支
援
等
の
状
況

を
見
極
め
な
が
ら
、
初
期
投
資
や

経
費
の
削
減
に
つ
い
て
検
討
・
協

議
を
行
い
、
議
論
の
土
台
と
な
る

「
地
域
交
通
の
確
保
方
策
（
選
択

肢
）」
を
作
成
し
ま
す
。

○
平
成
　
～
　
年
度

２２

２３

　
「
地
域
交
通
の
確
保
方
策
」
に

基
づ
き
、
国
な
ど
の
関
係
機
関
と

の
協
議
・
有
識
者
の
意
見
聴
取
・

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
を
経

て
、
平
成
　
年
度
末
ま
で
に
協
議

２３

会
と
し
て
の
方
向
性
を
決
定
し
ま

す
。

　
並
行
在
来
線
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
は
、
今
後
、
十
分
な
議
論
を

重
ね
た
上
で
方
向
性
を
定
め
て
行

き
ま
す
の
で
、
そ
の
内
容
に
つ
い

て
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん
に
随
時

お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

バ
ス
転
換
の
場
合

今
後
の
検
討
方
針

　
北
海
道
新
幹
線
の
建
設
主
体
で
あ
る
独
立
行
政
法
人

鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
は
「
北
海
道
新

幹
線
（
新
青
森
・
札
幌
間
）
環
境
影
響
評
価
書
（
北
海

道
）
平
成
　
年
１
月
」
に
基
づ
く
事
後
調
査
等
報
告
書

１４

を
次
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。

○
事
業
者
の
名
称

　
名
称
　
独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備

支
援
機
構

○
対
象
事
業
の
名
称
及
び
種
類

　
名
称
　
北
海
道
新
幹
線
（
新
青
森
・
札
幌
間
）

　
種
類
　
新
幹
線
鉄
道
の
建
設
に
係
る
事
業

○
事
後
調
査
等
の
地
域
範
囲

　
　
　
　
木
古
内
町
、
北
斗
市
、
七
飯
町

○
閲
覧
期
間
及
び
場
所
等

　
期
間
　
６
月
３
日
か
ら
６
月
　
日
ま
で
の
土
・
日
曜

３０

日
を
除
く
　
日
間

２０

　
時
間
　
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

　
場
所
　
独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備

支
援
機
構
北
海
道
新
幹
線
建
設
局
及
び
同
木

古
内
鉄
道
建
設
所
、
同
北
斗
鉄
道
建
設
所
、

木
古
内
町
役
場
、
北
斗
市
役
所
、
七
飯
町
役

場

北
海
道
新
幹
線
環
境
影
響
評
価
書
に
基
づ
く

事
後
調
査
等
報
告
書
の
公
表


